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オペラソトー 強化刺激 という, 3つの主要変数の関係









































































































































2. 見た (聞いた)ものと同じものを宙いて (発声し
て)それを見る (聞く)ことの強化カ｡
3. 辛.足,ロを動かすことの強化力｡
瓜後に.印度巾し述べておきたいことは,ヒトといえ
ども行加苑生の韮本法則からはずれるものではないこと
である｡
ニホンザルの性行動に見られる記号
榎本 知郎 (京大･理)
1. はじめに
私はエホソザルの性行動について,従来のように社会
学的なtuj湖として扱うのではなく,記号としての役割を
皿祝し,性行動を分析し,記述することを試みたo
調査は,土と野邦の志究高原に生息する志究A郡と,大
分P.tの榊 .V山のA.B,C郡を対象とした｡このうち後
捌 t,個体皿別が不十分であること,観光客の形皆が大
きいことなどから,性行動の分掛こ補助的に利用するに
とどめた｡
志望呈A抑こおける出産は,過去8年間のデータによる
と,4JJ米から5月初めにど-クを形成する.和(1971)
に上ると,ニホソザルの妊娠期間は170-180日であるの
で,この郎JLでは11月のはじめに妊娠のど-クがあるも
のと予泡はれる｡調査はこのど-クにあたる1971年10月
29日から11月30日までの約1カ月間行なった｡
'dI･J立には もっぱらフィー ルドノートと双眼鏡を使用
し.行動とそれに関わるサルの位置関係,距離及び時間
を抄叫位まで記録した.また,表情と音声に関しては,
それぞれの要素に分け,各要素ごとに3-4段階にチェ
ックする7J法で記録した｡更に補助手段として 16mm
映画な以膨し,分析を加えた｡
私は性行劫を46に分煩した.ここではそのうちオスの
行山の小では殻も高頻度に出現する行動の1つである
hindquarters･displayに別して述べ,若干の考察を加えた
い0
2.11lndquarterB･di叩layとは
1iJld(luarterS･displayは9つの要素的行動からなって
おり,次のような経過をとる (Fig.1)｡
Fig.1 Hindquarters･display
(1)オスがメスの方を見る｡
(2)オスが "気額っだ'足どりでメスに接近する｡
(3)オスは頭を肩の高さまで下げ,ロなつき出す｡
(4)オスはメスの顔をのぞきこむ｡
(5)オスは1)ップ･スマッキソグなするo
(6)オスはメスの前で進行方向を変える｡
(1)オスはメスの方をふりかえりつつメスから歩いて錐
れる｡
(8)オスは前方を見つつメスから歩いて離れるo
(9)オスはじっと前方を見つつメスに性比を見せて立
つ○
(9)の段階でのオスとメスの間の距掛ま0-2m (Fig･
2a)で,オスとメスを結ぶ線とオスの作軸とのなす角皮
は0-300(Fig.2b)である｡こういったことから,こ
の行動はオスが性皮をメスに示す行政であると冒えよ
う｡また,(9)に先立つ5つの要素的行動の出現率な見る
と,.)ッブ･スマッキソグを除いて,かなりの試率で出
現しており,これらの行動が一辺のものであることを示
している (Fig.3)0
3.1IindqtLarterS･diSplayと交尾との関係
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